
　
「
あ
、
こ
れ
だ
！
こ
れ
を
わ
が
自

治
会
で
も
や
ろ
う
」２
０
０
９
年
春
、

当
時
の
石
川
団
地
自
治
会
事
務
局
の

川
原
美
鶴
さ
ん
は
、
あ
る
ニ
ュ
ー
ス

を
見
て
、
ひ
ら
め
い
た
と
い
う
。
そ

れ
は
N
H
K
が
取
り
上
げ
た
、「
安

心
カ
ー
ド
」の
こ
と
。
あ
る
地
方
で
、

高
齢
者
の
孤
独
死
な
ど
を
防
ぐ
た
め

に
あ
ら
か
じ
め
カ
ー
ド
に
本
人
の
名

前
か
ら
病
歴
、
緊
急
連
絡
先
な
ど

を
書
い
た
も
の
を
各
家
庭
に
設
置

し
て
い
る
、
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。

早
速
、
当
時
の
石
川
団
地
自
治
会

長
の
藤
本
信
夫
さ
ん
に
相
談
、
運

営
委
員
会
の
合
意
の
も
と
、
１
ヶ

月
後
に
は
、
石
川
団
地
自
治
会
で

同
様
の
も
の
を
作
ろ
う
と
い
う
決

定
が
な
さ
れ
た
と
い
う
。

　

そ
れ
と
い
う
の
も
、
６
８
０
世

帯
あ
る
石
川
団
地
に
は
65
歳
以
上

の
高
齢
者
が
少
な
く
見
積
も
っ
て

も
３
５
０
人
く
ら
い
。
独
居
の
人

も
多
く
、
こ
こ
数
年
、
孤
独
死
が

発
見
さ
れ
た
り
、
緊
急
搬
送
時
の
高

齢
者
の
迅
速
な
情
報
伝
達
な
ど
が
課

題
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

　

そ
し
て
、
藤
本
会
長
、
川
原
さ
ん

は
実
現
に
向
け
て
動
き
出
す
。ま
ず
、

八
王
子
市
協
働
推
進
課
に
指
導
を
受

け
、
都
の
助
成
金
手
続
き
を
行
い
、

見
積
も
り
、
消
防
署
、
警
察
署
な
ど

へ
交
渉
。
昨
年
秋
に
は
、
写
真
の
よ

う
な
石
川
団
地
自
治
会
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
「
安
心
カ
ー
ド
」
が
完
成
、
配
布

を
実
施
し
た
。

　

一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
こ
の
ケ
ー

ス
の
置
き
場
所
を
「
玄
関
下
駄
箱
の

上
」
と
決
め
た
こ
と
。
緊
急
時
、
救

急
隊
員
や
警
察
署
員
が
駆
け
つ
け
て

も
、
す
ぐ
分
か
る
よ
う
な
場
所
に
し

た
。
ま
た
、高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、

一
家
全
員
の
カ
ー
ド
を
入
れ
る
よ
う

に
も
し
た
。「
実
現
ま
で
は
結
構
大

変
。
個
人
情
報
保
護
の
観
点
で
難
し

い
こ
と
も
あ
っ
た
し
。
で
も
、
地
域

の
た
め
に
何
か
残
し
た
い
、
と
い
う

気
持
ち
で
一
杯
だ
っ
た
」
と
藤
本
会

長
。
こ
の
安
心
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、

緊
急
時
、
病
人
が
し
ゃ
べ
ら
れ
な
く

て
も
、す
べ
て
の
情
報
が
つ
か
め
る
。

こ
の
画
期
的
な
取
り
組
み
に
、
市
内

で
も
同
様
の
カ
ー
ド
を
、
と
い
う
声

が
あ
ち
こ
ち
の
町
会
で
上
が
っ
て
い

る
と
い
う
。

　

折
し
も
こ
の
夏
、
高
齢

者
の
所
在
不
明
事
件
が
続

出
し
、
高
齢
者
の
「
孤
独
」

が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
。

そ
う
い
う
意
味
で
も
、
石

川
団
地
自
治
会
の
「
安
心

カ
ー
ド
」
は
先
見
の
明
が

あ
っ
た
と
い
え
る
。
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協
働
推
進
課
の
指
導
の
も
と

都
助
成
金
を
獲
得

右
：
安
心
カ
ー
ド
を
見
れ
ば
，
そ
の
人
の

病
歴
や
飲
ん
で
い
る
薬
な
ど
が
わ
か
る

上
：
安
心
カ
ー
ド
の
実
現
に
尽
力
し
た
藤

本
信
夫
さ
ん
と
川
原
美
鶴
さ
ん
。「
予
想

以
上
の
反
響
で
驚
い
て
い
ま
す
。
な
に
よ

り
、
ご
高
齢
の
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
た
こ
と

が
う
れ
し
い
」（
川
原
さ
ん
）「
我
々
の

よ
う
な
団
地
は
，
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
が

若
年
層
と
分
離
し
が
ち
。
そ
れ
を
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
を
考
え
た
い
」（
藤
本
さ
ん
）

詳細は町自連ホームページをご覧下さい！

昨
年
、
石
川
団
地
自
治
会
が
導
入
し
た
安
心
カ
ー
ド
は
、

今
、
全
市
が
注
目
し
て
い
る
ア
イ
テ
ム
に
！
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５
月
29
日
（
土
）
に
八
王
子
エ
ル

シ
イ
に
於
い
て
、
第
８
回
定
期
総
会

が
１
２
８
名
の
町
会
自
治
会
長
の
出

席
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
間
会
長
は
、
挨
拶
の
中
で
会
長

就
任
か
ら
1
年
が
経
過
し
、
こ
の
間

に
取
組
ん
だ
活
動
の
ま
と
め
と
し

て
、次
の
３
点
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
一
に
地
区
連
合
会
活
動
の
活
性

化
に
東
京
都
の
「
地
域
の
底
力
再
生

事
業
助
成
金
」
の
活
用
を
推
進
し
た

こ
と
。
第
二
に
専
門
部
を
設
置
し
、

役
員
会
の
活
動
を
機
能
化
し
た
こ

と
。第
三
に
東
京
都
町
会
連
合
会（
都

町
連
）
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
出
席
し

た
こ
と
等
積
極
的
な
取
組
を
報
告
し

ま
し
た
。

　

細
井
議
長
の
下
で
議
事
は
進
め
ら

れ
、
議
題
は
全
て
原
案
通
り
承
認
さ

れ
て
終
了
し
、
引
き
続
き
開
催
さ
れ

た
懇
親
会
は
、
田
中
副
市
長
を
は
じ

め
多
く
の
来
賓
の
ご
臨
席
の
も
と
で

開
催
さ
れ
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で

午
後
八
時
に
散
会
し
ま
し
た
。

　

事
業
報
告
の
主
な
内
容
は
次
の
通

り
と
な
り
ま
す
。

　

先
ず
、
町
自
連
活
動
の
基
本
理
念

と
し
て
、
第
一
に
単
位
町
会
自
治
会

の
自
主
性
の
尊
重
、
第
二
に
地
区
連

合
会
の
活
動
を
基
準
に
す
る
、
第
三

に
地
区
連
合
会
の
情
報
交
換
と
広
域

に
わ
た
る
課
題
の
解
決
に
向
け
た
事

業
の
展
開
、
を
積
極
的
に
取
組
ん
で

き
ま
し
た
。
主
な
活
動
は
次
の
通
り

で
す
。

１ 

広
報
紙
「
町
自
連
だ
よ
り
」
の

内
容
等
の
充
実
と
、
課
題
の
解
決
。

２ 

地
区
連
合
会
活
動
の
支
援
策
と

し
て
「
地
区
連
合
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
立
ち
上
げ
及
び
運
営
を

支
援
し
た
が
、
不
充
分
な
も
の
で

あ
っ
た
。

３ 

町
会
自
治
会
活
動
の
「
Ｉ
Ｔ
化
」

支
援
策
と
し
て
「
パ
ソ
コ
ン
研
修

会
」
を
継
続
。

４ 

町
会
活
動
に
住
民
が
安
心
し
て

参
加
で
き
る
保
障
と
し
て
「
自
治

会
活
動
賠
償
責
任
保
険
」
の
加
入

に
向
け
て
積
極
的
に
取
組
ん
だ
。

５ 

「
町
自
連
研
修
会
」
で
は
、
阪　

神
淡
路
大
震
災
の
「
被
災
者
」
か

ら
実
体
験
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で

再
現
し
、
満
席
の
参
加
者
が
メ
モ

を
取
る
姿
が
数
多
く
見
ら
れ
た
。

６ 

町
会
自
治
会
活
動
の
支
援
策
と

し
て
、
東
京
都
及
び
八
王
子
市
の

助
成
金
を
活
用
す
る
町
会
や
地
区

連
合
会
が
増
え
て
活
動
の
活
性
化

に
寄
与
し
成
果
を
収
め
た
。

  

今
年
度
の
事
業
計
画
の
重
点
項
目

は
以
下
の
５
項
目
で
す
。

1 

組
織
の
拡
大
強
化

地
区
連
合
会
の
定
例
会
開
催
の
定
着

化
、
町
会
活
動
・
地
区
連
合
会
活
動

の
、支
援
策
の
活
用
、東
京
都
の
「
地

域
の
底
力
再
生
事
業
助
成
」
八
王
子

市
の
「
町
会
等
地
区
連
合
会
交
流
事

業
補
助
金
」
の
活
用
推
進
。

２ 

市
民
と
情
報
交
換
の
活
発
化

①
広
報
紙
「
町
自
連
だ
よ
り
」、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
町
自
連
」
の

活
用

②
地
区
連
合
会
の
掲
示
板
的
な

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

③
「
パ
ソ
コ
ン
研
修
会
」
を
継
続

し
Ｉ
Ｔ
化
を
支
援

３ 

住
民
が
安
心
し
て
活
動
に
参
加

で
き
る
仕
組
み

「
自
治
会
活
動
賠
償
責
任
保
険
」
の

普
及
に
努
め
る
。

４ 

「
ゆ
め
お
り
フ
ァ
ン
ド
」
に
参
加

し
町
会
活
動
を
支
援

企
業
等
の
社
会
貢
献
活
動
を
活
用

し
、資
機
材
・
備
品
等
を
提
供
す
る
。

５ 

「
東
京
都
町
会
連
合
会
」

今
年
か
ら
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
し

て
い
る
が
、
連
携
を
強
化
す
る
こ

と
で
行
政
及
び
他
市
連
合
会
と
の

情
報
交
換
を
活
用
し
て
、
町
自
連

活
動
に
活
用
。

以
上
を
、
今
年
の
重
点
項
目
と
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

平
成
22
年
度

定
期
総
会
報
告

総会で挨拶をする秋間会長

懇親会に移り，田中八王子市副市長のご挨拶

今
年
の
事
業
計
画
重
点
項
目

平
成
21
年
度
の

　
　
　
事
業
報
告
の
要
点
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画
期
的
な

ゆ
め
お
り
フ
ァ
ン
ド

　

ゆ
め
お
り
フ
ァ
ン
ド
を
ご
存
知
で

す
か
？
こ
れ
は
、
八
王
子
市
協
働
推

進
課
と
N
P
O
法
人
八
王
子
市
市

民
活
動
協
議
会
が
協
働
で
運
営
し
て

い
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

ゆ
め
お
り
フ
ァ
ン
ド
に
は
、
備
品

供
給
シ
ス
テ
ム
、
人
的
支
援
、
資
金

支
援
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
ほ

ど
、
そ
の
内
の
備
品
供
給
シ
ス
テ
ム

の
町
会
自
治
会
関
係
の
窓
口
を
私
た

ち
町
自
連
が
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
企
業
、
団
体
等
で
不

要
と
な
っ
た
事
務
机
、
椅
子
、
折
り

た
た
み
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
什
器
類
、

O
A
機
器
等
を
破
棄
し
な
い
で
市

民
活
動
団
体
に
提
供
し
、
有
効
活
用

す
る
も
の
で
す
。
町
会
自
治
会
が
使

用
す
る
備
品
は
、
町
民
が
負
担
す
る

会
費
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

ま
で
は
修
理
を
し
な
が
ら
利
用
し
、

壊
れ
た
場
合
に
も
補
充
す
る
こ
と
で

補
っ
て
い
た
状
況
で
し
た
。
で
す
の

で
、
こ
の
ゆ
め
お
り
フ
ァ
ン
ド
の
シ

ス
テ
ム
は
、町
会
自
治
会
に
と
っ
て
、

非
常
に
あ
り
が
た
い
も
の
な
の
で

す
。

　

す
で
に
、
申
し
込
み
受
付
は
町
自

連
事
務
局
で
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

必
要
な
時
に
迅
速
に
調
達
す
る
た
め

に
、
皆
様
も
、
町
会
自
治
会
の
備
品

損
傷
状
況
を
把
握
し
、
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

平 成 21年 度 決 算 、平 成 ２２年 度 予 算 報 告

項目 予算額 決算額 差異 摘要

会費 2,440 2,408 △ 32 24 地区 120.4 千世帯
特別会費 2,000 1,921 △ 79 懇親会研修会等の参加会費

補助金 3,600 3,600 0 市補助金
保険手数料他 1,169 836 △ 333 保険料手数料広報紙広告費収入他

小計 9,209 8,765 △ 444
前期繰越金 831 831 0
収入計 10,040 9,596 △ 444

項目 予算額 決算額 差異 摘要

総会費 1,000 1,130 130 総会費用及び懇親会費用
事業費 1,790 1,422 △ 368 パソコン講師料、新年懇親会費用

地区交流費 1,000 852 △ 148 地区連合会補助金

研修費 890 587 △ 303 役員及び防災研修会費用

広報費 1,480 1,284 △ 196 町自連だより発行費用

通信費、事務費 1,300 1,220 △ 80 広報紙送料、事務費用

人件費 1,460 1,372 △ 88
備品、連絡費他 1,120 858 △ 262 データ通信、地区連合会連絡費他

小計 1,0040 8,725 △ 1,315
次期繰越金 0 871 871
支出計 10,040 9,596 △ 444

収入の部

支出の部 （単位：千円）

（単位：千円）

平
成
二
十
一
年
度
収
支

項目 予算額 前年度
予算額

差異 摘要

会費 2,420 2,440 20 24 地区 121.0 千世帯
特別会費 1,960 2,000 40 懇親会研修会等の参加会費

補助金 3,400 3,600 200 市補助金
保険手数料他 1,149 1,169 20 保険料手数料広報紙広告費収入他

小計 8,929 9,209 280
前期繰越金 871 831 △ 40
収入計 9,800 10,040 240

項目 予算額 前年度
予算額

差異 摘要

総会費 1,000 1,000 0 総会費用及び懇親会費用
事業費 1,640 1,790 150 パソコン講師料、新年懇親会費用

地区交流費 1,000 1,000 0 町会及び地区連合会補助金

研修費 900 890 △ 10 役員及び町自連研修会費用

広報費 1,700 1,480 △ 220 町自連だより発行費用

通信費、事務費 1,280 1,300 20 広報紙送料、事務費用

人件費 1,400 1,460 60
備品、連絡費他 755 1,120 365 データ通信、地区連合会連絡費他

小計 9,675 10,040 365
予備費 125 0 △ 125
支出計 9,800 10,040 240

収入の部

支出の部 （単位：千円）

（単位：千円）

平
成
二
十
二
年
度
予
算

子
安
町
三
丁
目
町
会

創
立
70
周
年
記
念
式
典

　

５
月
６
日
（
木
）、
御
殿
山
•
日

本
閣
に
お
い
て
１
２
１
人
の
参
加
を

得
て
「
子
安
町
三
丁
目
町
会
創
立
70

周
年
記
念
式
典
」を
開
催
し
ま
し
た
。

昭
和
15
年
か
ら
70
年
、
19
代
13
人
目

の
町
会
長
と
し
て
、
先
輩
町
会
長
の

活
動
経
過
や
思
い
出
話
等
を
披
露

し
、
70
年
の
思
い
出
を
込
め
た
挨
拶

と
な
り
ま
し
た
。黒
須
八
王
子
市
長
、

萩
生
田
前
衆
議
院
議
員
、
福
安
市
議

会
議
員
の
お
三
方
か
ら
の
来
賓
の
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
、
式
典
終
了
後
は

会
食
に
入
り
、会
話
も
弾
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
に
行
わ
れ
た
、
演
歌
歌

手
の
「
三
船
和
子
歌
謡
シ
ョ
ー
」
で

は
、
三
船
氏
が
各
テ
ー
ブ
ル
を
回
っ

て
熱
唱
。
好
評
の
う
ち
に
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。（
町
会
長　

下
田
司
）

総勢 121 人が参加し、盛況のうちに終了した



　

さ
る
５
月
14
日
か
ら
、
片
倉
台
自

治
会
エ
リ
ア
に
あ
る
、
片
倉
台
打
越

公
園
、
片
倉
台
す
ず
か
け
公
園
、
片

倉
台
中
央
公
園
の
３
カ
所
に
お
い

て
、
防
犯
カ
メ
ラ
付
き
非
常
通
報
装

置
（
ウ
ル
ト
ラ
防
犯
灯
）
の
運
用
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
47
年
か
ら

開
発
が
始
ま
っ
た
同
地
域
。
住
民
は

高
齢
者
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
同

時
に
最
近
，
新
た
な
、
宅
地
造
成
も

あ
り
、
新
し
い
子
供
た
ち
も
増
え
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
空
き
巣
、
ひ
っ

た
く
り
、
誘
拐
な
ど
に
対
す
る
防
犯

の
強
化
が
急
が
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

こ
の
ウ
ル
ト
ラ
防
犯
灯
に
は
、
①

防
犯
灯　

②
非
常
事
態
発
生
通
報

（
警
備
会
社
へ
通
報
）
③
防
犯
カ
メ

ラ
（
通
報
前
か
ら
の
録
画
可
能
）
④

通
報
時
の
大
音
響
警
告
⑤
通
報
者
と

警
備
会
社
の
双
方
向
会
話　

⑥
警
備

会
社
か
ら
遠
隔
で
放
送
設
備
、
防
犯

カ
メ
ラ
を
操
作
す
る
機
能　

⑦
警
備

会
社
員
、
ま
た
は
警
察
官
が
現
地
に

急
行
す
る
機
能
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

実
現
に
向
け
て
は
セ
キ
ュ
リ
オ

ン
・
24
（
株
）
の
全
面
的
な
協
力
を

得
ま
し
た
。設
置
に
奔
走
し
た
の
は
、

自
治
会
長
田
中
泰
慶
さ
ん
と
、
役
員

の
西
野
公
章
さ
ん
と
山
本
政
光
さ

ん
。
皆
さ
ん
は
、
公
園
内
土
地
占
有

許
可
書
を
取
る
と
こ
ろ
か
ら
、

N
T
T
の
光
回
線
の
こ
と
ま
で
担

当
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
画
期
的
な
取

り
組
み
は
、
他
エ
リ
ア
か
ら
も
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

696ー 3001

八王子市楢原町1578-5   ☎ 620-3101

楢 原 斎 場 で
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ご葬儀は　祭壇常設の

　

明
神
町
一
丁
目
～
四
丁
目
と
新
町

の
５
町
会
が
、
６
月
６
日
の
日
曜
日

に
第
四
小
学
校
の
校
庭
で
、
合
同
の

「
防
災
訓
練
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
町
会
が
中
心
に
な
り

消
防
団
・
自
主
防
災
団
体
・
災
害
時

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
連
携
し
、
約

６
５
０
名
の
参
加
を
得
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

訓
練
の
想
定
は
、
東
京
地
方
に
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
５
、
震
度
５
強

の
地
震
発
生
に
よ
り
家
屋
が
倒
壊
し

火
災
が
発
生
を
前
提
と
し
た
も
の

で
、
①
地
震
に
よ
る
火
災
発
生
、
隣

近
所
に
声
か
け
し
街
頭
消
火
器
を

使
っ
て
の
消
火
活
動
、
②
町
会
の
住

民
に
協
力
を
求
め
、
風
呂
の
残
り
湯

を
バ
ケ
ツ
を
使
っ
て
「
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
」
の
消
火
活
動
、
③
倒
壊
家
屋

の
下
敷
き
に
な
っ
た
住
民
を
救
助

し
、
担
架
に
載
せ
病
院
に
搬
送
。
④

消
防
団
が
ホ
ー
ス
を
使
っ
た
消
火
活

動
。

　

訓
練
は
、
消
防
団
と
自
主
防
災
隊

に
よ
る
倒
壊
建
物
か
ら
の
救
出
訓

練
、
参
加
者
体
験
型
の
①
通
報
訓
練

と
初
期
消
火
訓
練
、
②
救
助
資
器
材

の
取
扱
訓
練
、
③
煙
体
験
、
④
起
震

車
体
験
、
⑤
応
急
救
護
訓
練
、
の
五

種
類
を
一
般
の
参
加
者
が
交
代
で
体

験
し
、
小
学
生
に
は
は
し
ご
車
の
乗

車
も
体
験
さ
せ
好
評
で
し
た
。

「
合
同
防
災
訓
練
」
実
施

　
東
部
地
区
連
合
会
長
　

　
　
　
　
　
　
並
木
　
勇

前回から一部カラー印刷導入と紙面改善で見やすくなったと
思いますが如何でしょうか。また、ホームページの活用も取
り入れる等、皆さんの声を聞きながら「見やすく、ためにな
る紙面」を目指しますので、これからも宜しくお願い致しま
す。皆さんのご意見お待ちしています。広報部一同

編 集 後 記
　

前
号
（
10
号
）
の
「
町
自
連

だ
よ
り
」
２
頁
の
「
わ
が
街
の
安

全
・
安
心
手
作
り
マ
ッ
プ
」
完
成

の
記
事
中
、『
マ
ッ
プ
の
サ
イ
ズ

は
、
縦
80
㎝
横
１
２
０
㎝
で
カ

ラ
ー
の
マ
ッ
プ
を
12
町
会
約

４
千
５
百
世
帯
に
「
災
害
常
備
品

一
覧
」
と
一
緒
に
配
布
』
は
誤
り

で
、
記
載
サ
イ
ズ
の
地
図
は
、
12

町
会
の
会
館
展
示
用
と
学
校
に
は

教
材
用
と
し
て
贈
呈
し
、
ミ
ニ
サ

イ
ズ
の
新
聞
見
開
き
サ
イ
ズ
の
物

が
約
４
千
５
百
世
帯
に
配
布
。
に

訂
正
。
原
稿
提
供
者
の
方
に
ご
迷

惑
を
か
け
ま
し
た
事
を
深
く
お
詫

び
致
し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

片
倉
台
自
治
会
で

ウ
ル
ト
ラ
防
犯
灯
設
置
！

ウルトラ防犯灯の前に立つ二人 子供から大人まで，真剣に訓練をする




